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二
〇
二
四
年
は
世
界
的
な
選
挙
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
た
。

三
月
に
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
、
一
一
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
米
国
大
統
領
選
挙
は
、
と
も
に
国

際
政
治
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
選
挙
と
し
て

世
界
が
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
一
四
年
ぶ
り
の
政
権

交
代
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
、
台
湾
や
韓
国
と
い
っ
た

日
本
の
近
隣
諸
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
メ

キ
シ
コ
な
ど
の
地
域
大
国
、
中
東
情
勢
に
影
響
の
大

き
い
イ
ラ
ン
の
選
挙
な
ど
も
記
憶
に
新
し
い
。
そ
し

て
こ
の
た
び
日
本
で
も
、
一
〇
月
九
日
に
衆
議
院
が

解
散
さ
れ
、
一
〇
月
二
七
日
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
民
主
主
義
体
制
か
権
威
主
義
体
制
（
＝
非
民
主
主

義
体
制
）
か
と
い
う
政
治
体
制
の
区
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
今
日
の
世
界
で
は
多
く
の
国
が
国
政
選
挙
を
実

施
し
て
い
る
。
中
国
や
中
東
の
一
部
の
君
主
国
の
よ

う
に
、
国
政
選
挙
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
な
い
体

制
は
、権
威
主
義
国
の
な
か
で
も
少
数
派
と
な
っ
た
。

代
わ
り
に
一
九
九
〇
年
代
頃
か
ら
存
在
感
を
増
し
て

き
た
の
が
、
反
対
派
政
党
の
選
挙
へ
の
参
加
を
認
め

つ
つ
、
政
権
に
有
利
に
働
く
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
操
作

に
よ
っ
て
体
制
を
維
持
す
る
「
選
挙
独
裁
制
」
と
呼

ば
れ
る
体
制
で
あ
る
。
例
え
ば
今
年
三
月
の
ロ
シ
ア

大
統
領
選
挙
で
は
、
反
戦
を
主
張
す
る
政
治
家
の
立

候
補
不
認
可
、
有
権
者
の
強
引
な
選
挙
動
員
、
選
挙

結
果
の
改
ざ
ん
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
あ
か
ら
さ

ま
な
選
挙
不
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
現
職
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
八
七
・
三
％
と
い

う
驚
異
的
な
得
票
率
で
勝
利
し
、
政
権
は
通
算
五
期

目
に
入
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
独
裁
者
に
と
っ
て
あ
か
ら
さ
ま
な
選

挙
不
正
に
は
市
民
の
反
発
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
彼
ら
は
人
々
の
自
発
的
な
支
持
の
拡
大
を
目

指
す
と
と
も
に
、
よ
り
ソ
フ
ト
な
選
挙
操
作
に
訴
え

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
選
挙
区
割
り
の
恣

意
的
操
作
や
、
非
比
例
性
の
高
い
（
＝
少
な
い
得
票

で
多
く
の
議
席
を
獲
得
で
き
る
）
選
挙
制
度
の
導
入
、

さ
ら
に
は
選
挙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
操
作
す
る
こ
と
で
、

政
権
に
と
っ
て
有
利
な
状
況
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

　
実
は
こ
う
し
た
選
挙
操
作
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ

民
主
主
義
体
制
下
で
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ

が
、
内
閣
の
議
会
解
散
権
行
使
に
よ
る
、
選
挙
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
恣
意
的
操
作
で
あ
る
。
日
本
で
も
自
民

党
政
権
下
で
解
散
は
「
首
相
の
専
権
事
項
」
な
ど
と

い
わ
れ
て
き
た
が
、
党
利
党
略
に
基
づ
く
一
方
的
な

解
散
が
不
当
で
あ
る
こ
と
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
先
月
実
施
さ
れ
た
自
民
党
総
裁
選
で
石
破
茂

首
相
は
、
野
党
と
の
政
策
論
議
を
尽
く
し
た
の
ち
国

民
に
選
択
を
委
ね
る
べ
く
、
早
期
解
散
に
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
て
い
た
が
、
総
裁
就
任
後
す
ぐ
に
自
説
を

封
じ
、
早
期
の
衆
院
解
散
を
表
明
し
た
。
自
民
党
へ

の
支
持
が
派
閥
の
裏
金
問
題
や
旧
統
一
教
会
の
問
題

で
低
迷
す
る
な
か
、
国
会
論
戦
で
野
党
に
機
会
を
与

え
る
こ
と
な
く
、
新
政
権
の
勢
い
が
あ
る
う
ち
に
選

挙
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
党
利
党
略

に
基
づ
く
恣
意
的
な
選
挙
タ
イ
ミ
ン
グ
の
操
作
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　
解
散
権
の
発
動
自
体
に
法
的
問
題
は
な
い
と
し
て

も
、
国
民
を
向
い
て
い
な
い
政
治
の
行
末
は
暗
い
。

民
主
主
義
体
制
下
に
お
け
る
代
表
性
の
危
機
は
、
世

界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
表
出
し
て
い
る
。
既
存
の
政

党
政
治
の
な
か
で
自
ら
の
利
益
が
代
表
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
人
々
の
増
加
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
台
頭
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
米

国
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
二
〇
二
〇
年
の
前
回
大

統
領
選
挙
で
バ
イ
デ
ン
氏
の
勝
利
を
否
定
し
、
民
主

的
な
選
挙
制
度
の
正
統
性
が
損
な
わ
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。
ま
た
政
党
・
選
挙
を
通
じ
た
代
表
性
の
機

能
不
全
は
、
大
規
模
な
抗
議
運
動
と
し
て
フ
ォ
ー
マ

ル
な
政
党
政
治
の
外
側
で
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
長

年
、
南
米
に
お
け
る
民
主
主
義
の
優
等
生
と
さ
れ
て

い
た
チ
リ
で
は
、
二
〇
一
九
年
に
「
社
会
の
暴
発
」

と
よ
ば
れ
る
大
規
模
な
抗
議
運
動
が
首
都
か
ら
全
国

に
広
が
っ
た
。

　
日
本
で
も
無
党
派
層
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
と
く

に
若
年
層
で
無
党
派
層
が
厚
い
な
か
、
政
党
お
よ
び

政
党
政
治
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
せ
る
か
、
そ
の
岐
路

に
あ
る
。
政
党
政
治
に
参
加
す
る
諸
政
党
が
、
社
会

に
あ
る
ニ
ー
ズ
や
利
害
を
実
効
的
に
代
表
で
き
る
シ

ス
テ
ム
は
、
し
な
や
か
で
強
い
。
そ
の
意
味
で
、
政

党
政
治
へ
の
信
頼
は
、
与
党
だ
け
で
な
く
野
党
が
実

効
的
な
選
択
肢
を
示
せ
る
か
に
も
か
か
っ
て
い
る
。

そ
し
て
政
党
政
治
を
構
成
す
る
最
後
の
ピ
ー
ス
が
、

わ
れ
わ
れ
有
権
者
で
あ
る
。
国
民
不
在
の
政
党
政
治

を
正
し
、
そ
の
健
全
な
機
能
に
資
す
る
よ
う
な
選
択

を
行
え
る
か
。
来
た
る
総
選
挙
で
試
さ
れ
る
の
は
、

有
権
者
自
身
で
も
あ
る
。
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